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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムのネットワークにおいてＨＡＲＱ（ハイブリッド自動リピート要求）
機能を改善する方法であって、
　ＨＡＲＱ情報ＩＥ（情報要素）とＭＩＭＯ（多重入出力）パラメータＩＥを、ＵＥ（ユ
ーザー端末）に対応する物理チャネルを割り当て、置き換え、または解放するＲＲＣ（無
線資源制御）メッセージに組み入れる段階と、
　前記ＲＲＣメッセージをＵＥに送信する段階とを含み、
　前記ＲＲＣメッセージは物理チャネル再設定メッセージである、
　ＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項２】
　前記ＨＡＲＱ情報ＩＥはＨＡＲＱプロセスの数量とそれに対応するバッファを設定する
ために用いられ、前記ＭＩＭＯパラメータＩＥはＭＩＭＯ機能を起動または停止するため
に用いられる、請求項１に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項３】
　前記ＵＥで受信されるＲＲＣメッセージは、ＨＡＲＱプロセスの数量とそれに対応する
バッファを設定するために用いられる前記ＨＡＲＱ情報ＩＥと、ＭＩＭＯ機能を起動また
は停止するために用いられる前記ＭＩＭＯパラメータＩＥとを含む、請求項１に記載のＨ
ＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項４】
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　無線通信システムにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置であって、
　通信装置の機能を実現する制御回路と、
　制御回路の中に設けられ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵ（中
央処理装置）と、
　制御回路の中にＣＰＵと結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装
置とを含み、前記プログラムコードは、
　ＨＡＲＱ情報ＩＥとＭＩＭＯパラメータＩＥを、ＵＥに対応する物理チャネルを割り当
て、置き換え、または解放するＲＲＣメッセージに組み入れるコードと、
　前記ＲＲＣメッセージをＵＥに送信するコードとを含み、
　前記ＲＲＣメッセージは物理チャネル再設定メッセージである、
　通信装置。
【請求項５】
　前記ＨＡＲＱ情報ＩＥはＨＡＲＱプロセスの数量とそれに対応するバッファを設定する
ために用いられ、前記ＭＩＭＯパラメータＩＥはＭＩＭＯ機能を起動または停止するため
に用いられる、請求項４に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記ＵＥで受信されるＲＲＣメッセージは、ＨＡＲＱプロセスの数量とそれに対応する
バッファを設定するために用いられる前記ＨＡＲＱ情報ＩＥと、ＭＩＭＯ機能を起動また
は停止するために用いられる前記ＭＩＭＯパラメータＩＥとを含む、請求項４に記載の通
信装置。
【請求項７】
　無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する方法であって、
　ＵＥが複数の条件を満足し、かつＵＥで受信したＨＡＲＱプロセス数量ＩＥの値が偶数
であれば、ＭＩＭＯ動作モードに入る段階と、
　ＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときに、非ＭＩＭＯ動作モ
ードに合わせるようにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整する段階とを含む、ＨＡＲ
Ｑ機能の改善方法。
【請求項８】
　前記複数の条件は、
　ＵＥがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ（セル専用チャネル）状態にあることと、
　ＭＩＭＯパラメータ変数（ＭＩＭＯ＿ＰＡＲＡＭＳ）がＭＩＭＯアンテナ比（ＭＩＭＯ
　Ｎ＿ｃｑｉ＿ｔｙｐｅＡ／Ｍ＿ｃｑｉ　ｒａｔｉｏ）ＩＥを含むことと、
　ＭＩＭＯパラメータ変数がＭＩＭＯパイロット設定（ＭＩＭＯ　ｐｉｌｏｔ　ｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎ）ＩＥを含むことを含む、請求項７に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法
。
【請求項９】
　前記ＭＩＭＯ動作モードに入る段階では、ＭＩＭＯ状態（ＭＩＭＯ＿ＳＴＡＴＵＳ）変
数を「真」に設定する、請求項７に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項１０】
　前記非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるようにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整す
る段階では、ＭＩＭＯ動作モードのＨＡＲＱプロセスの半数を解放することで、非ＭＩＭ
Ｏ動作モードに合わせる、請求項７に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項１１】
　前記方法は更に、ＨＡＲＱ結合を実行し、ＭＩＭＯ動作モードで復号に失敗したデータ
を、前記非ＭＩＭＯ動作モードでの再送データと結合する段階を含む、請求項７に記載の
ＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項１２】
　無線通信システムにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置であって、
　通信装置の機能を実現する制御回路と、
　制御回路の中に設けられ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵと、
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　制御回路の中にＣＰＵと結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装
置とを含み、前記プログラムコードは、
　前記通信装置が複数の条件を満足し、かつ前記通信装置で受信したＨＡＲＱプロセス数
量ＩＥの値が偶数であれば、ＭＩＭＯ動作モードに入るコードと、
　ＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときに、非ＭＩＭＯ動作モ
ードに合わせるようにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整するコードとを含む、通信
装置。
【請求項１３】
　前記複数の条件は、
　ＵＥがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にあることと、
　ＭＩＭＯパラメータ変数がＭＩＭＯアンテナ比ＩＥを含むことと、
　ＭＩＭＯパラメータ変数がＭＩＭＯパイロット設定ＩＥを含むことを含む、請求項１２
に記載の通信装置。
【請求項１４】
　前記ＭＩＭＯ動作モードに入るコードでは、ＭＩＭＯ状態変数を「真」に設定する、請
求項１２に記載の通信装置。
【請求項１５】
　前記非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるようにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整す
るコードでは、ＭＩＭＯ動作モードのＨＡＲＱプロセスの半数を解放することで、非ＭＩ
ＭＯ動作モードに合わせる、請求項１２に記載の通信装置。
【請求項１６】
　前記プログラムコードは更に、ＨＡＲＱ結合を実行し、ＭＩＭＯ動作モードで復号に失
敗したデータを、前記非ＭＩＭＯ動作モードでの再送データと結合するコードを含む、請
求項１２に記載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信システムにおいてＨＡＲＱ（ハイブリッド自動リピート要求）機能を
改善する方法及び装置に関し、特にＲＲＣ（無線資源制御）メッセージの内容を修正する
ことでＨＡＲＱ機能を改善する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代移動通信システム（ＵＭＴＳ）はＷＣＤＭＡ（広帯域多元分割接続）方式で高
スペクトル利用効率、高カバー率、優れた通話品質と高速伝送を実現するとともに、Ｑｏ
Ｓ（サービス品質）の確保、柔軟性のある双方向通信の実現、通話中断率の低減に大きく
寄与する。第三世代移動通信システムを利用すれば、動画鑑賞、電話会議、オンラインゲ
ーム、オンラインミュージック再生、電子メールを楽しむことができる。もっとも、これ
らの機能は迅速かつ実時間のデータ送信機能に頼る。帯域幅の利用効率とパケットデータ
の処理効率を向上させ、上り・下りの送信速度を改善するために、第三世代移動通信シス
テムに対して、従来の技術ではＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）システムを導入した。
ＨＳＰＡシステムはＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）とＨＳＵＰＡ（高
速アップリンクパケットアクセス）を含む。
【０００３】
　ＨＳＰＡシステムではＨＡＲＱ方式でデータ再送の速度を向上させる。ＨＡＲＱとは、
ＦＥＣ（フィードフォワード誤り訂正）とＡＲＱ（自動リピート要求）を結合した技術で
あり、同技術によれば、ＵＴＲＡＮ（汎用地上無線アクセスネットワーク。以下にネット
ワークと略称する）はＵＥ（ユーザー端末）から返送された応答信号（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
）に基づいて再送の要否を決め、ＵＥは前回失敗したアテンプトから有用な情報を保存し
て復号に備える。簡単に言えば、受信した以前データに復号エラーが生じれば、ＵＥはこ
の以前データを現在受信したデータと合わせて復号することで、復号の成功率を高める。
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この動作はＨＡＲＱ結合（ＨＡＲＱ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）という。
【０００４】
　なお、ダウンリンクデータの伝送速度を改善するために、３ＧＰＰはＭＩＭＯ（多重入
出力）を導入した。ＭＩＭＯでは、ＵＥと基地局に無線信号を受発信する多重アンテナの
設置が許容され、そのうえ空間多重化、ビーム形成、空間ダイバシティーなどの技術を利
用し、信号干渉を減少してチャネル容量を増加する。ＭＩＭＯの起動前には、ＵＥは１Ｔ
ＴＩ（送信時間間隔）にＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共用チャネル）からト
ランスポートブロック１個分のデータしか受信できず、ＵＥで使用可能なＨＡＲＱプロセ
スは最大８つである。ＭＩＭＯの起動後、ＵＥは１ＴＴＩにトランスポートブロック２個
分のデータを受信することができ、使用可能なＨＡＲＱプロセスは１２、１４、または１
６である。
【０００５】
　ＵＥのＨＡＲＱプロセス及びＭＩＭＯ機能を制御するために、ネットワークはＲＲＣ（
無線資源制御）層に対して関連のＲＲＣメッセージと情報要素（ＩＥ）を形成し、ＲＲＣ
プロシージャを通して関連の設定をＵＥに送信する。ＨＡＲＱ機能について、ＵＥはＩＥ
"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"でＨＡＲＱ機能を設定する。ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"のうち、Ｉ
Ｅ"Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｐｒｏｃｅｓｓｅｓ"はＵＥに用いられるＨＡＲＱプロセスの数
量を設定するために用いられる。また、ＭＩＭＯ機能については、ＵＥで受信したＲＲＣ
メッセージにＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"が含まれれば、ＵＥはＩＥ"ＭＩＭＯ
　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"を利用し、ＩＥ"ＭＩＭＯ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ"、"ＭＩＭＯ　Ｎ
＿ｃｑｉ＿ｔｙｐｅＡ／Ｍ＿ｃｑｉ　ｒａｔｉｏ"、及び"ＭＩＭＯ　ｐｉｌｏｔ　ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ"などＭＩＭＯ機能の関連パラメータを設定する。ＩＥ"ＭＩＭＯ　
ｏｐｅｒａｔｉｏｎ"はＭＩＭＯ機能の使用状態を制御するために用いられ、ＭＩＭＯ機
能を起動または継続するようにＵＥに指示する「開始」と「継続」という２つのパラメー
タを備える。ＩＥ"ＭＩＭＯ　Ｎ＿ｃｑｉ＿ｔｙｐｅＡ／Ｍ＿ｃｑｉ　ｒａｔｉｏ"はＭＩ
ＭＯアンテナ比ＩＥであって、ＵＥと基地局のアンテナ数量情報を含む。ＩＥ"ＭＩＭＯ
　ｐｉｌｏｔ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ"はＭＩＭＯパイロット設定ＩＥであって、
サブセットとチャネル化コードなどの情報を含む。ＵＥで受信したＲＲＣメッセージにＩ
Ｅ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"が含まれなければ、ＵＥはＭＩＭＯを停止する。
【０００６】
　一方、ＵＥで受信したＲＲＣメッセージにＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"が含ま
れれば、ＵＥはＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"のうちＩＥ"ＭＩＭＯ　Ｎ＿ｃｑｉ
＿ｔｙｐｅＡ／Ｍ＿ｃｑｉ　ｒａｔｉｏ"と、ＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐｉｌｏｔ　ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ"の値を変数"ＭＩＭＯ＿ＰＡＲＡＭＳ"に保存し、変数"ＭＩＭＯ＿ＳＴＡ
ＴＵＳ"の値を定める。ＵＥが下記条件を満足し、かつ変数"ＭＩＭＯ＿ＳＴＡＴＵＳ"が
「真」に設定されれば、ＵＥはＭＩＭＯ動作モードで動作する。
【０００７】
　１．　ＵＥはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ（セル専用チャネル）状態にある。
　２．　変数"ＭＩＭＯ＿ＰＡＲＡＭＳ"はＩＥ"ＭＩＭＯ　Ｎ＿ｃｑｉ＿ｔｙｐｅＡ／Ｍ
＿ｃｑｉ　ｒａｔｉｏ"を含む。
　３．　変数"ＭＩＭＯ＿ＰＡＲＡＭＳ"はＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐｉｌｏｔ　ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ"を含む。
【０００８】
　注意すべきは、ＭＩＭＯ動作モードと非ＭＩＭＯ動作モードの間の切替時にはＨＡＲＱ
結合が禁止される。ＵＥはＭＩＭＯ機能のモード切替後、最初のデータを新たなデータと
みなすことで、誤った結合データが生成されるのを防止する。一方、ＭＩＭＯ動作モード
ではＨＡＲＱプロセスの数量が１２、１４または１６に限られるので、ＵＥが非ＭＩＭＯ
動作モードからＭＩＭＯ動作モードに切り替わるとき、ＵＥのＨＡＲＱプロセスを同時に
更新しなければ、ＨＡＲＱプロセスの数量は正確にならない。したがって、ＩＥ"ＨＡＲ
Ｑ　Ｉｎｆｏ"は、ＭＩＭＯ機能のモード切替をトリガーできるＲＲＣメッセージで運ば
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なければならない。言い換えれば、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"とＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒ
ａｍｅｔｅｒ"は同じＲＲＣメッセージに含まなければならない。例えば、セル更新確認
メッセージはＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"とＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"の両方と
も含む。セル更新確認メッセージを受信した後、正確なＨＡＲＱプロセスの数量に対応す
るために、ＵＥはセル更新確認メッセージに基づいてＭＩＭＯ機能のモード切替を実行し
、ＨＡＲＱ機能の設定を更新する。
【０００９】
　しかし、ネットワークからＵＥに送信される数多くのＲＲＣメッセージの中で、ＵＥに
対応する物理チャネルを割り当て、置き換え、または解放する物理チャネル再設定（ＰＨ
ＹＳＩＣＡＬ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ）メッセージは、ＩＥ
"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"のみ含み、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"を含まない。ＵＥ
は物理チャネル再設定メッセージの中のＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ" に基づい
てＭＩＭＯ機能のモード切替をトリガーすることができるが、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"
に基づいてＨＡＲＱプロセスの数量を更新することができない。したがって、物理チャネ
ル再設定メッセージを受信してＭＩＭＯ機能のモード切替をトリガーしたとしても、ＵＥ
はＨＡＲＱプロセス数量の誤りにより、未知の動作を実行する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は無線通信システムにおいてＨＡＲＱ機能を改善する方法及び装置を提供するこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明では、無線通信システムのネットワークにおいてＨＡＲＱ（ハイブリッド自動リ
ピート要求）機能を改善する方法を開示する。当該方法は、ＨＡＲＱ情報ＩＥ（情報要素
）とＭＩＭＯ（多重入出力）パラメータＩＥを、ＵＥ（ユーザー端末）に対応する物理チ
ャネルを割り当て、置き換え、または解放するＲＲＣ（無線資源制御）メッセージに組み
入れる段階と、前記ＲＲＣメッセージをＵＥに送信する段階とを含む。
【００１２】
　本発明では更に、無線通信システムにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置を開示す
る。当該通信装置は、通信装置の機能を実現する制御回路と、制御回路の中に設けられ、
プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵ（中央処理装置）と、制御回路の
中にＣＰＵと結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装置とを含む。
前記プログラムコードは、ＨＡＲＱ情報ＩＥとＭＩＭＯパラメータＩＥを、ＵＥに対応す
る物理チャネルを割り当て、置き換え、または解放するＲＲＣメッセージに組み入れるコ
ードと、前記ＲＲＣメッセージをＵＥに送信するコードとを含む。
本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する方法を開示す
る。当該方法は、ＲＲＣメッセージを受信する段階と、ＵＥのＭＩＭＯ機能の起動状態を
変更するために用いられないように前記ＲＲＣメッセージを制御する段階とを含む。前記
ＲＲＣメッセージは、ＵＥに対応する物理チャネルを割り当て、置き換え、または解放す
るために用いられる。
【００１３】
　本発明では更に、無線通信システムにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置を開示す
る。当該通信装置は、通信装置の機能を実現する制御回路と、制御回路の中に設けられ、
プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵと、制御回路の中にＣＰＵと結合
するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装置とを含む。前記プログラムコ
ードは、ＲＲＣメッセージを受信するコードと、ＵＥのＭＩＭＯ機能の起動状態を変更す
るために用いられないように前記ＲＲＣメッセージを制御するコードとを含む。前記ＲＲ
Ｃメッセージは、ＵＥに対応する物理チャネルを割り当て、置き換え、または解放するた
めに用いられる。
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【００１４】
　本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する方法を開示
する。当該方法は、ＵＥが複数の条件を満足し、かつＵＥで受信したＨＡＲＱプロセス数
量ＩＥの値が偶数であれば、ＭＩＭＯ動作モードに入る段階と、ＭＩＭＯ動作モードから
非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときに、非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるようにＨＡ
ＲＱプロセスの数量を自動的に調整する段階とを含む。
【００１５】
　本発明では更に、無線通信システムにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置を開示す
る。当該通信装置は、通信装置の機能を実現する制御回路と、制御回路の中に設けられ、
プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵと、制御回路の中にＣＰＵと結合
するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装置とを含む。前記プログラムコ
ードは、前記通信装置が複数の条件を満足し、かつ前記通信装置で受信したＨＡＲＱプロ
セス数量ＩＥの値が偶数であれば、ＭＩＭＯ動作モードに入るコードと、ＭＩＭＯ動作モ
ードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときに、非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるよ
うにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整するコードとを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　かかる方法及び装置の特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照にして
以下に説明する。
【００１７】
　図６を参照する。図６は無線通信システム６００を表す説明図である。無線通信システ
ム６００は望ましくはＨＳＰＡシステムであって、概してネットワークと複数のＵＥを含
む。図６では、ネットワークとＵＥは無線通信システム６００の構造を説明するのに用い
られ、実際、ネットワークは要求に応じて複数の基地局、ＲＮＣを含みうる。ＵＥは携帯
電話またはコンピュータシステムなどの装置である。
【００１８】
　図１を参照する。図１は無線通信装置１００のブロック図である。説明を簡素化するた
めに、図１では無線通信装置１００の入力装置１０２、出力装置１０４、制御回路１０６
、ＣＰＵ（中央処理装置）１０８、記憶装置１１０、プログラムコード１１２及びトラン
シーバー１１４のみ示している。無線通信装置１００では、制御回路１０６はＣＰＵ１０
８を用いて記憶装置１１０に記録されたプログラムコード１１２を実行し、無線通信装置
１００の動作を制御し、入力装置１０２（例えばキーボード）でユーザーが入力した信号
を受信し、出力装置１０４（スクリーン、スピーカーなど）で映像、音声などの信号を出
力する。無線信号を受発信するトランシーバー１１４は受信した信号を制御回路１０６に
送信し、または制御回路１０６による信号を無線で出力する。言い換えれば、通信プロト
コルに当てはめれば、トランシーバー１１４は第一層の一部とみなされ、制御回路１０６
は第二層と第三層の機能を実現する。
【００１９】
　図２を参照する。図２は図１に示すプログラムコード１１２を表す説明図である。プロ
グラムコード１１２はアプリケーション層２００と、第三層インターフェイス２０２と、
第二層インターフェイス２０６を含み、第一層インターフェイス２０８と接続されている
。第三層インターフェイス２０２は無線資源制御（ＲＲＣ）を実施し、ネットワークシス
テムの要求または通信環境の変化に応じて無線通信装置１００のＲＲＣ状態を変更するこ
とができる。第二層インターフェイス２０６は無線リンクを制御し、第一層インターフェ
イス２０８は物理接続を実施する。
【００２０】
　従来の物理チャネル再設定メッセージはＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"のみ含み
、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"を含まない。物理チャネル再設定メッセージを受信してＩＥ
"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"に基づいてＭＩＭＯ機能のモード切替をトリガーしても
、ＵＥではＨＡＲＱプロセス数量の誤りによりＭＩＭＯ機能のモード切替が失敗し、未知
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の動作を実行する。それに鑑みて、本発明の実施例では前記第三層インターフェイス２０
２にＨＡＲＱ機能改善プログラムコード２２０を設け、ＨＡＲＱ機能を改善する。図３を
参照する。図３は本発明の実施例による方法３０のフローチャートである。下記方法３０
は無線通信システム６００のネットワークにおいてＨＡＲＱ機能の改善に用いられ、ＨＡ
ＲＱ機能改善プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００２１】
　ステップ３００：開始。
　ステップ３０２：ＨＡＲＱ情報ＩＥとＭＩＭＯパラメータＩＥを、ＵＥに対応する物理
チャネルを割り当て、置き換え、または解放するＲＲＣメッセージに組み入れる。
　ステップ３０４：前記ＲＲＣメッセージをＵＥに送信する。
　ステップ３０６：終了。
【００２２】
　以上のように、ＲＲＣメッセージは、ＵＥに対応する物理チャネルを割り当て、置き換
え、または解放する物理チャネル再設定メッセージである。ＨＡＲＱ情報ＩＥはＨＡＲＱ
プロセスの数量とそれに対応するバッファを設定するために用いられ、ＭＩＭＯパラメー
タＩＥはＭＩＭＯ機能を起動または停止するために用いられる。前記方法３０によれば、
ネットワークはＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"のみならず、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎ
ｆｏ"も物理チャネル再設定メッセージに組み入れてから、この物理チャネル再設定メッ
セージをＵＥに送信する。そうすると、ＵＥは前記物理チャネル再設定メッセージの中の
ＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"に基づいて、ＭＩＭＯ機能の動作モードを切り替え
る。なお、ＵＥではＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときにＩ
Ｅ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"に基づいてＨＡＲＱプロセスの数量を１～８に更新し、非ＭＩＭ
Ｏ動作モードからＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときにＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"に基
づいてＨＡＲＱプロセスの数量を１２、１４または１６に更新する。
【００２３】
　従来の物理チャネル再設定メッセージはＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"のみ含み
、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"を含まないので、ＵＥはそれに基づいてＨＡＲＱプロセスの
数量を更新することができず、未知の動作を実行する。それと比べて、本発明の実施例で
はＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"を物理チャネル再設定メッセージに組み入れるので、ＵＥは
物理チャネル再設定メッセージに基づいてＭＩＭＯ機能の動作モードを正確に切り替え、
ＨＡＲＱプロセスの数量を正確な数量に更新することができるので、未知の動作を防止で
きる。
【００２４】
　図４を参照する。図４は本発明の実施例による方法４０のフローチャートである。下記
方法４０は無線通信システム６００のＵＥにおいてＨＡＲＱ機能の改善に用いられ、ＨＡ
ＲＱ機能改善プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００２５】
　ステップ４００：開始。
　ステップ４０２：ＲＲＣメッセージを受信する。
　ステップ４０４：ＵＥのＭＩＭＯ機能の起動状態を変更するために用いられないように
前記ＲＲＣメッセージを制御する。前記ＲＲＣメッセージは、ＵＥに対応する物理チャネ
ルを割り当て、置き換え、または解放するために用いられる。
　ステップ４０６：終了。
【００２６】
　以上のように、ＲＲＣメッセージは、ＵＥに対応する物理チャネルを割り当て、置き換
え、または解放する物理チャネル再設定メッセージである。前記方法４０によれば、ＵＥ
は物理チャネル再設定メッセージを受信した後に、前記物理チャネル再設定メッセージを
、ＵＥのＭＩＭＯ機能の起動状態を変更するために用いられず、専らＵＥのＭＩＭＯ機能
の変数設定を変更するために用いられるように制御する。したがって、物理チャネル再設
定メッセージにＩＥ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"が含まれても、ＵＥはそれに基づい
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てＭＩＭＯ機能の動作モードを切り替えない。
【００２７】
　従来の物理チャネル再設定メッセージは、ＵＥのＭＩＭＯ機能の起動状態を変更するＩ
Ｅ"ＭＩＭＯ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ"のみ含み、ＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"を含まない。Ｈ
ＡＲＱ機能の設定をＭＩＭＯ機能の動作モード切替とともに更新しないので、未知の動作
が実行される。それと比べて、本発明の実施例では、物理チャネル再設定メッセージをＭ
ＩＭＯ機能の動作モード切替に用いることができないので、未知の動作は防止される。
【００２８】
　前述のように、方法３０、４０は、ネットワークとＵＥで送信する物理チャネル再設定
メッセージの内容を変更することで、ＨＡＲＱ機能の設定をＭＩＭＯ機能のモード切替と
ともに更新しないことにより発生する問題を解決する。一方、ＭＩＭＯ機能の設定とＨＡ
ＲＱ機能の設定は別々のＲＲＣメッセージでＵＥに送信されるので、未知の動作を防止す
るために、ＵＥのＭＩＭＯ機能の設定とＨＡＲＱ機能の設定を考え合わせなければならな
い。図５を参照する。図５は本発明の実施例による方法５０のフローチャートである。下
記方法５０は無線通信システム６００のＵＥにおいてＨＡＲＱ機能の改善に用いられ、Ｈ
ＡＲＱ機能改善プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００２９】
　ステップ５００：開始。
　ステップ５０２：ＵＥが複数の条件を満足し、かつＵＥで受信したＨＡＲＱプロセス数
量ＩＥの値が偶数であれば、ＭＩＭＯ動作モードに入る。
　ステップ５０４：ＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときに、
非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるようにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整する。
　ステップ５０６：ＨＡＲＱ結合を実行し、ＭＩＭＯ動作モードで復号に失敗したデータ
を、前記非ＭＩＭＯ動作モードでの再送データと結合する。
　ステップ５０８：終了。
【００３０】
　従来の技術では、ＵＥが下記条件を満足し、かつ変数"ＭＩＭＯ＿ＳＴＡＴＵＳ"が「真
」に設定されれば、ＵＥはＭＩＭＯ動作モードで動作する。
【００３１】
　１．　ＵＥはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にある。
　２．　ＭＩＭＯパラメータ変数（ＭＩＭＯ＿ＰＡＲＡＭＳ）はＭＩＭＯアンテナ比（Ｍ
ＩＭＯ　Ｎ＿ｃｑｉ＿ｔｙｐｅＡ／Ｍ＿ｃｑｉ　ｒａｔｉｏ）ＩＥを含む。
　３．　ＭＩＭＯパラメータ変数（ＭＩＭＯ＿ＰＡＲＡＭＳ）はＭＩＭＯパイロット設定
（ＭＩＭＯ　ｐｉｌｏｔ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）ＩＥを含む。
【００３２】
　前記方法５０では、ＵＥは上掲条件を満足するほか、受信したＨＡＲＱプロセス数量Ｉ
Ｅの値が偶数であることを確認してから、ＭＩＭＯ動作モードに入る。言い換えれば、Ｕ
Ｅは上掲条件を満足し、受信したＨＡＲＱプロセス数量ＩＥの値が偶数である場合にのみ
、ＭＩＭＯ状態変数を「真」に設定する。そうすると、ＨＡＲＱプロセスの数量は、同じ
ＴＴＩにトランスポートブロック２個分のデータを送信するのにふさわしい値となり、Ｍ
ＩＭＯ機能の伝送効率は向上する。
【００３３】
　また、ＵＥはＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときに、非Ｍ
ＩＭＯ動作モードに合わせるためにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整する。非ＭＩ
ＭＯ動作モードでのＨＡＲＱプロセスの数量は最大８つである。例えば、ＭＩＭＯモード
で１２のＨＡＲＱプロセスを利用するＵＥは、ＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ動作モ
ードへ切り替わった後に、半数のＨＡＲＱプロセスを自動的に解放する。したがって、非
ＭＩＭＯ動作モードでのＨＡＲＱプロセスの数量は、非ＭＩＭＯ動作モードにふさわしい
６個となる。あるいは、非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるために、ＵＥで所定数量のＨＡ
ＲＱプロセスを自動的に解放することも可能である。そうなると、ＵＥはＩＥ"ＨＡＲＱ
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　Ｉｎｆｏ"を利用せずともＨＡＲＱプロセスの数量を更新することができる。前記ＵＥ
はＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整するので、ＭＩＭＯ動作モードから非ＭＩＭＯ
動作モードに切り替わるときに、正確な数量のＨＡＲＱプロセスでＨＡＲＱ結合を実行し
、ＭＩＭＯ動作モードで復号に失敗したデータと非ＭＩＭＯ動作モードでの再送データを
結合して、復号の成功率を向上させることができる。
【００３４】
　従来の技術では、ＭＩＭＯ機能の動作モードの切替時に誤った結合データが生成される
のを回避するために、ＨＡＲＱ結合を禁止する。また、ＵＥはＩＥ "ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ
"を受信した後にＨＡＲＱプロセスの数量を更新する。それと比べて、前記方法５０では
、ＵＥはＨＡＲＱプロセスの数量が偶数であると確認してからＭＩＭＯ動作モードに入る
ので、ＭＩＭＯ機能の伝送効率を向上させることができる。また、ＵＥはＭＩＭＯ動作モ
ードから非ＭＩＭＯ動作モードに切り替わるときにＩＥ"ＨＡＲＱ　Ｉｎｆｏ"を利用せず
、非ＭＩＭＯ動作モードに合わせるようにＨＡＲＱプロセスの数量を自動的に調整する。
その後、ＵＥはこの自動調整で得た正確な数量のＨＡＲＱプロセスに基づいてＨＡＲＱ結
合を実行し、データ復号の成功率を向上させる。
【００３５】
　まとめていえば、本発明の実施例では、ネットワークから送信される物理チャネル再設
定メッセージの内容を変更することで、ＨＡＲＱ機能の設定をＭＩＭＯ機能のモード切替
とともに更新しないことにより未知の動作が実行されるのを回避する。また、本発明の実
施例では、ＭＩＭＯ機能の伝送効率を向上させるために、ＵＥのＭＩＭＯ機能の起動条件
を変更する。
【００３６】
　以上は本発明に好ましい実施例であって、本発明の実施の範囲を限定するものではない
。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、本発明の精神の下においてな
され、本発明に対して均等の効果を有するものは、いずれも本発明の特許請求の範囲に属
するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】無線通信装置のブロック図である。
【図２】図１に示すプログラムコードを表す説明図である。
【図３】本発明の実施例による方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施例による方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例による方法のフローチャートである。
【図６】無線通信システムを表す説明図である。
【符号の説明】
【００３８】
１００　無線通信装置
１０２　入力装置
１０４　出力装置
１０６　制御回路
１０８　ＣＰＵ
１１０　記憶装置
１１２　プログラムコード
１１４　トランシーバー
２００　アプリケーション層
２０２　第三層インターフェイス
２０６　第二層インターフェイス
２０８　第一層インターフェイス
２２０　ＨＡＲＱ機能改善プログラムコード
６００　無線通信システム
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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